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国会
■軍事費過去最多の補正予算が可決

12月17日、総額13兆9433億円の24

年度補正予算が参院本会議で自民、

公明、維新、国民などの賛成多数で

成立。軍事費8268億円は過去最多

で、当初予算と合わせ９兆円に。

■医療崩壊加速の病床削減へ 補正

予算には病床削減１床当たり400万

円超を「補助金」として支給し、7000

床の削減が盛り込まれた。17日の参

院予算委員会で倉林明子議員（共

産）が「医療崩壊を加速させるも

の」と追及。また、医療・介護労働

者の年末一時金大幅引き下げに対

し、「公費による賃上げ支援、診療

報酬・介護報酬の抜本引き上げの臨

時改定ただちに」と強く求めた。

■「政治改革」関連３法案衆院通過

金権腐敗政治の一掃が求められる

中、関連法が衆院通過。自民党は

「日本法人で５年以上上場の外資系

企業のパーティー券購入を認める」

〝抜け穴″法を提出。国民民主、公

明による法案は、第三者機関が監視

する「隠れみの」付き。野党７党共

同の政策活動費廃止法は、使途が公

開されない経費支出を禁止するもの

で、与野党多数で採択。18日、参議

院で共産党提案の企業・団体献金禁

止法案、政党助成金廃止法案の趣旨

説明が始まった。

■国会行動では財政審への怒り 18

日の国会行動では、財政審の「2025

年度予算編成に向けた建議（意見

書）」への怒りがあふれた。建議は、

医療は「年齢によらず自己負担を原

則３割」、生活保護費は減額を要求

など、事実上の社会保障破壊を宣

言。農業も「輸入可能なものは輸入

で」と農業壊しを打ち出し、各分野

から怒りの行動提起が。
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韓国女性と連帯エール
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大統領弾劾・退陣へと追い

込む韓国の女性・市民たち。韓国女性

団体連合は「女性家族省廃止など女性

嫌悪の尹政権とたたかってきた女性た

ちの勝利。社会は自然にはすすまな

い。さらに声をあげる」と発信し、新

婦人は熱い連帯のエールを交換した。

避難所の改善へ

災害時の劣悪な避難所の改善が急務

と新婦人などが要望を重ねるなか、政

府は12月13日、指針を改定。国際「スフ

ィア基準」を採用し、トイレは発生当

初「50人に１基」、その後「20人に１基」、

男女比を１対３にし、雑魚寝解消や温

かい食事提供の必要性も強調。文科省

は災害時に避難所となる学校体育館の

空調整備への自治体特例交付を新設。

断熱確保が要件で半額を補助する。

気候危機対策いそげ

国連が2025年２月までに提出を求め

ている「2035年度温室効果ガス削減目

標」について、環境省・経産省審議会が

世界の66％より低い60％削減案を出し

たことに批判が集中。12月19日、審議会

場前で「若者と科学者の声を聞け」「75

％以上は先進国の責任」と若者たちの

「民主的炬
こ

燵
たつ

会議」などが開かれた。

学術の自由を侵すな

国が学術会議の法人化をねらうなか

18日、内閣府有識者懇談会は介入強化

を最終報告した。内外から非難が。
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